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2 . 2 . 1 .  基本属性
　基本属性は性，年齢，国とした．






































































2 .  研究方法
2 . 1 .  調査対象
　調査対象は，日本，韓国，中国における大学生と













3 .  結果




















Fit Index（CFI）ならびに適合度指標Root Mean 
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するのは当然である． 179 （4.9） 366（10.0） 480（13.2） 1041（28.6） 1578（43.3）
X2.  老親が日ごろ必要とするお小遣いのことで，子どもは不
自由な思いをさせてはならない． 202 （5.5） 376（10.3） 614（16.8） 825（22.6） 1627（44.6）
X3.  老親が生活費に困らないように，子どもが経済的に援助
するのは当然である． 124 （3.4） 221 （6.1） 428（11.7） 956（26.2） 1915（52.6）
X4.  子どもは老親の病気の治療費・入院費・福祉サービス利
用料を負担するべきである． 104 （2.9） 239 （6.6） 532（14.6） 941（25.8） 1828（50.2）
X5.  子どもは老親に旅行や趣味活動の機会を用意してあげる
べきである． 137 （3.8） 240 （6.6） 545（15.0） 996（27.3） 1726（47.4）
X6. 老親が介護を子どもに要求するのは当然である． 185 （5.1） 327 （9.0） 645（17.7） 802（22.0） 1685（46.2）
X7.  老親の介護を他人に任せることは，子どもなら恥ずべき
ことである． 542（14.9） 774（21.2） 804（22.1） 734（20.1） 790（21.7）
X8.  老親が必要とするなら，子どもは無理してでも経済的に
援助すべきである． 249 （6.8） 518（14.2） 792（21.7） 803（22.0） 1282（35.2）
情緒的扶養意識
X9.  別居していても，老親には消息を伝えたり，聞いたりす
る交流を忘れてはならない． 37 （1.0） 53 （1.5） 220 （6.0） 586（16.1） 2748（75.4）
X10.  成人しても，子どもは老親と定期的に団欒する時間が必
要である． 30 （.8） 56 （1.5） 223 （6.1） 736（20.2） 2599（71.3）
X11.  子どもは老親の健康状態やその変化にいつも注意してあ
げるべきである． 26 （.7） 58 （1.6） 207 （5.7） 727（20.0） 2626（72.1）
X12.  子どもは老親が困った時には，いつでも親身に相談にの




























































X1. 子どもが将来の老親の経済的支援のために普段から貯蓄するのは当然である． 0.576 0.676
X2. 老親が日ごろ必要とするお小遣いのことで，子どもは不自由な思いをさせてはならない． 0.511 0.625
X3. 老親が生活費に困らないように，子どもが経済的に援助するのは当然である． 0.720 0.837
X4. 子どもは老親の病気の治療費・入院費・福祉サービス利用料を負担するべきである． 0.721 0.833
X5. 子どもは老親に旅行や趣味活動の機会を用意してあげるべきである． 0.659 0.777
X6. 老親が介護を子どもに要求するのは当然である． 0.719 0.814
X7. 老親の介護を他人に任せることは，子どもなら恥ずべきことである． 0.397 -









図 1 簡易版東アジア圏域用老親扶養意識測定尺度の確証的因子分析の結果 
n=3644，CFI=0.983，RMSEA=0.060 
注 1）長方形は観測変数，楕円形は潜在変数（因子），ξ は外生潜在変数，e は観測変数 誤差変
数，矢印上の数字は標準化係数を意味する．  
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Abstract
　In this study, we used a factor structure model to investigate the construct validity of a simple scale to measure 
attitudes toward filial support of elderly parents, with the aim of developing a Simple Scale of Attitudes Toward 
Filial Responsibility for common use in three East Asian countries (Japan, Korea, and China). A total of 3,644 
university students and their parents from these three countries were surveyed. An oblique model consisting of 
two factors—attitudes toward instrumental support (4 items) and attitudes toward emotional support (4 items)—was 
established. The goodness of fit indicator for data from this model was statistically acceptable. Further investigation 
was conducted for the six subject groups (university students and their parents from each of the three countries). In 
a model of measurement invariance that constrains equal path coefficients among the six groups, the goodness of fit 
indicator was statistically acceptable, supporting the construct validity of the scale as a factor structure model. Next, 
the reliability of the scale was investigated with Cronbach’s α reliability coefficient; reliability was supported with 
a coefficient of 0.867 for attitudes toward instrumental support and 0.853 for attitudes toward emotional support.
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